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１　小学校社会科における課題
　第一著者の勤務校（H28年時点）の実態を平成27年
度高崎市実施「標準学力調査（５年）」の結果から見
てみると、教科全体の正答率が、全国70.6％に対して
68.9％と、−1.7％であった。活用力をみる問題では、
全国54.3％に対し51.5％と、−2.8％であった。中でも、
社会的事象の意味について、資料をもとに考察し、文
章で表現する問題では、16％もの児童が無回答であっ
た。このことは、勤務校の児童が情報をもとに考える
こと、考えたことを説明することに課題を抱えている
ことを示している。
　本学級で４月に実施した単元末テストの記述問題で
は、やはり13％の児童が無回答であった。授業では、
教師の問いに対して、単語で答える児童が多く、社会
的事象について、用語や語句をつなげて説明できる児
童は少ない。これらの実態から、伝え合い、考えを広
げたり深めたりする学習（言語活動）を通して、知識
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や情報を活用して考える力、さらには、考えたことを
表現する力の育成が必要であると考えた。
２　思考力を育成する言語活動充実のための手立て
（１）身に付けさせたい知識を明確にしたうえでの問
題解決的な学習
　問題解決的な学習においては、単元や本時の「学習
のめあてと内容」を教師が具体的に設定することが重
要である。児童の発言レベルまで具体化しておくこと
で、授業のゴールが明確になり、社会的見方の獲得に
つながる。また、児童の発言や１単位時間のまとめの
記述を評価することも可能になる。
（２）思考ツールの活用による言語活動の充実
　本実践では、社会科の問題解決的な学習過程「つか
む」「調べる」「まとめる」のそれぞれの場面において、
児童が収集した情報を再構成し、関係や傾向を明らか
にするために思考ツールの活用を試みる。思考ツール
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により、情報だけでなく児童同士の話し合いも可視化
され、言語活動がより活発になり、課題の解決に向け
て主体的・協同的な学びが実現できる。
① 「型」をつかって考える【「つかむ」場面】．　関連
付けて考えるための「型」を思考ツールとして活用す
る。「○○ということは、△△かな？」という「型」
に当てはめて、社会的事象と関連づけて学習問題につ
いての予想をしていく。毎単元の導入で繰り返すこと
で、資料を根拠として考え、表現する学び方を身につ
けることができる。また、予想をもとに学習計画を立
てることで、その後の学習に見通しをもち、問題解決
へ向けて主体的な取り組みが期待できる。
②「付箋」をつかって読み取る・伝え合う【「調べる」
　場面】．　付箋と、グループに一つの拡大資料を思
考ツールとして活用する。ここでは、地図、統計等の
基礎的資料を活用して調べる力をつけることを目的と
する。本時の課題を解決するために、個人で読み取っ
たことを付箋に書く、グループで一つの資料に貼りな
がら情報を共有する、そして最後に自分で調べたこと、
友達からの情報を総合して、個人でまとめる。グルー
プのメンバーの情報を合わせることで、資料をより深
く読み取ることができる。
③ 「キーワードカード＆まとめるシート」をつかって
説明する【「まとめる」場面】．
教科書単元末に設定されている言語活動（パフォーマ
ンス課題）を単元の総まとめとして取り組む。その際、
「キーワードカード（図１）」と「まとめるシート（図
２）」を思考ツールとして活用し、説明する、文章で
まとめる言語活動を行う。カードは、学習した用語や
語句と教科書に掲載されている資料とを載せたもので
ある。シートは、グループでの説明活動を通して児童
がカードを整理していく図や表、Ｙチャートなどの台
紙である。カードには、その資料が掲載されているペー
ジを記載することで教科書を見直し、学習を振り返る
学習方法を身に付けられるようにする。社会科の特性
に合わせた思考ツールを工夫することで、資料活用能
力の育成にもつながる。
（３）伝え合い考えを深める協同学習
　互いの言葉を受け止め合い対話しながら集団や個人
の考えを深める授業の実現のためには、協同学習の要
素を学びの過程に取り入れることが有効な手立てであ
ると考えた。
①　学習集団作り．　協同での学び方がどれだけ自覚
され、身についてきたのかを調査するために協同学習
の５つの要素に沿って、児童と共に協同学習のアン
ケートを作成する。アンケートに照らし合わせて、個
人・グループとして、適切な活動ができたかを振り返
ることで、児童は個人、学級全体の成長を目指し学び
合う集団へ高まることが期待できる。アンケートは、
同時に児童にとって目指すべきグループ学習の姿であ
り、協同学習のルーブリックともいえる。
②　グループ活用の工夫．　一体感のもてるグループ
の人数や机の合わせ方や学習形態を工夫する。本実践
では、４月当初は３人グループでスタートし、その後
４人グループとした。全体で話し合う場面では、黒板
の前に児童を集めることで、互いの言葉に集中できる
ようにする。また、個人を出発点とし、グループ内、
クラス全体という２通りの集団を通ってきた意見が最図１　キーワードカードの例
図２　まとめるシートの例（５月）
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後にまた個人に戻るという学習の流れとする。それに
より一人一人が確かな学力の高まりを実感できるよう
にさせていく。
（４）社会科を軸とした汎用性のある実践
①　他教科との関連．　本実践では、小学校の特性を
生かし、社会科を軸として、特別活動や国語科、算数
科等と関連を図り言語活動を充実させていくこととす
る。思考ツール活用の工夫、協同での学び方、課題設
定の工夫等を応用し、「知識や情報を活用して考える」
学び方を児童に身に付けさせていく。
②　校内研修とのかかわり．　平成28年度の校内研修
主題は「確かな学力を身につけ、自ら考え自ら学ぶ児
童の育成〜算数科における基礎・基本の定着を図る指
導を通して〜」であり、算数科を軸として、児童の主
体的な学習の実現を目指すこととなった。これは言語
活動を充実させ、問題解決的な学習の授業改善を行う
点で、本研究の手立てと重なる。10月のねらいａ（社
会科）、11月のねらいｂ（算数科）の授業検討会を校
内研修と合わせて行うことにより、本研究と校内研修
双方の充実を図る。
３　研究の仮説
　身に付けさせたい知識を明確にしたうえで問題解決
的な学習を設計する。問題解決の学習過程において、
思考ツールを活用することで、説明する、文章でまと
める等の言語活動を充実させる。それにより、習得し
た知識や情報を活用して比較・関連付け・総合しなが
ら考え再構成する力を育成できるであろう。さらに、
考えたことを表現する力の向上も期待できるであろ
う。
４　授業実践
　本実践は、第一著者のH28の勤務校である高崎市立
片岡小学校５年２組38名を対象として実施した。以下、
10月の授業実践「これからの食料生産（小単元：全5
時間）」の本時（ねらいａ：5 ／ 5）について詳細を述
べる。
　本時は、小単元のまとめであり、同時に「わたした
ちの生活と食料生産」の大単元のまとめとなる部分で
もある。学習してきた内容を比較・関連付け・総合し
ながら考え再構成する学習として適切な場面であると
考えた。
　本時のパフォーマンス課題は「日本の食料生産をこ
れからどのように進めていったらよいか、調べてきた
ことをもとに、『食料生産いきいきプラン』を考え提
案しよう」である。
　本時の「キーワードカード」は、資料をカード化し
たものと、自分の考えを示す自分カードと２種類を準
図３　研究の全体像　（アクティブ・ラーニングに向けての実践）
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備した。これまでの単元で獲得したキーワードを使っ
て、それを３つの視点（国産の消費を増やすには／外
国産に負けないためには／生産量を増やすには）のど
こに置くべきかを、グループごとに根拠を説明すると
いう言語活動を通して分類した（図４）。この説明活
動の中で、児童は知識確認を行い、各キーワード間の
関連性を確認し繋げていった。その後グループごとに
カードを使って、その配置にした理由を発表し、再び
個人に戻りグループで行った説明活動を個人で文章化
し、最後にその文章を発表した。
　５月の実践で活用したカードとシート（図２）は、
知識確認と情報の整理を目的としたものであった。10
月の実践では、シート（図４）はＹチャート型とし、
KJ法を取り入れ児童がカードを根拠に自分の考えを
表現するツールへと深化させた。グループで作成した
シートも答えが１つではなくオープンエンドとなっ
た。グループごとにその違いを説明することで、社会
的事象を多面的多角的にとらえることができた。
５　成果の検証
（１）単元テストの記述問題の正答率
　記述問題は、社会的事象について指定された２つ程
度の語句を用いて文章での説明が求められている。表
２を見ると正答率が高まり９月以降は９割以上になっ
たことがわかる。また、５月に13％程度いた無回答の
児童が、９月には0％になった。学級全体に社会的事
象について説明する力が育成されてきたことを表して
いる。
（２）高崎市実施「標準学力調査」の正答率（12月実施）
　社会科では、基礎・基本的知識や技能の定着に関わ
る問題、活用力に関わる問題、ともに全国平均を上回っ
た（表３）。特に課題であった資料から情報を読み取り、
語句と関連付けて表現する文章記述の問題では、全国
の平均正答率を＋30.4％と大幅に上回ることができ
た。さらに、無回答の児童はいなかった。
　
　他教科へ転移をみるため、算数科の結果も全国平均
と比較してみる。教科全体では＋7.3％、式の意味を
説明させる問題（記述1・2）においては＋20％程度も
上回った（表４）。社会科を軸とし、言語活動を充実
させてきたことで他教科においても思考力、さらに表
現力が向上したと考えられる。
表１　本時の単元計画
表２　単元テストの記述問題
表３　標準学力調査（社会科）
表４　標準学力調査（算数科）
図４　Ｙチャート型まとめるシートの例（11月）
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（３）単元末言語活動（パフォーマンス課題）
　５月から10月の単元末パフォーマンス課題の評価に
おいて、Ｃ評価の児童が減少し続けた（表５）。５〜
６月の課題は、単元を通して学んできたキーワードを
整理し、「日本の国土の特色」をまとめた。７〜 10月
の課題は、「食料生産（米づくり、水産業、外国との
関わりなど）」の問題点についても考え、キーワード
を自分の考えの根拠として、「まとめる」「提案する」
という難易度の高いものである。課題のレベルを徐々
に上げていったにも関わらず、Ｃ評価の児童が０％に
なった。
（４）協同での学び方に関するアンケート
　学習集団づくり（（３）①）で述べたアンケート調
査の結果である。どの項目に関してもＣ評価「できて
いない」と感じている児童が減少し、Ａ評価「できる」
と感じている児童が増加している（表６）。
　
　
　５つ目の要素「集団改善手続き」においては、自由
記述で振り返りを行った。11月のアンケートでは、「自
分と違う意見も取り入れて、もっとわかりやすい説明
がしたい」「友達を助けてあげるような言葉がけをし
たい」など（16名）、グループ活動のさらなる向上を
目指す内容も多くみられた。協力して学習することの
意義や方法が児童の中に根付いたと考えられる。
６　考察
（１） 社会科における言語活動充実の成果
　教科特性や問題解決的な学習過程に応じた思考ツー
ルの活用、思考を深めるための協同学習などの手立て
により、児童は協同で課題解決することの価値に気づ
き、情報を比較・関連付け・総合する「考え方」を身
に付けることができた。その結果、知識や情報を根拠
として自分の考えを再構成し、説明する力が向上した
と考える。情報を整理することが苦手な児童も、情報
をどのように関連付けたらよいのかがわかることで、
学習課題への取り組みや話し合いへの参加も主体的と
なり、学習の成果も上がった。
（２） 汎用性のある実践の成果
　社会科を軸に進めてきた実践の締めくくりとして、
算数科（11月）で汎用性を試みた。算数科においても
児童は、問題解決的な学習の流れ（「片岡小学習スタ
ンダード」）を意識して授業に臨み、問題を解くこと
だけにとどまらず、その解き方を、既習事項等を根拠
として他の児童に説明することができた。思考ツール
を使って協同で言語活動に取り組んできたことは、児
童の思考力・判断力・表現力を育成し、他教科におい
ても児童が自分の考えを広げ深めるための力となった
といえる。このことは、今後のアクティブ･ラーニン
グ実現に向けた一歩になったと考える。
（３） 校内研修とのかかわり
　本実践を校内研修の提案授業として位置づけて行っ
たことは、児童の主体的な学びの実現への授業改善を
促進し、本研究が勤務校の課題解決に大きな役割を果
たしたと考える。
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